
未来を強くする子育てプロジェクト 検 索

対象：地域において子育て環境づくりに取り組む
　　　団体や個人

● 文部科学大臣賞
● 厚生労働大臣賞
● スミセイ未来大賞
● スミセイ未来賞

表彰状（スミセイ未来大賞から1組）
表彰状（スミセイ未来大賞から1組）
表彰盾、副賞100万円（2組程度）
表彰盾、副賞50万円（10組程度）

● スミセイ女性研究者奨励賞 
  助成金として1年間に100万円（上限）を
  2年間まで支給（10名程度）

対象：子育てと人文・社会科学分野の研究活動の
　　   両立に努力されている女性研究者
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住 友 生 命 は 持 続 可 能 な 開 発 目 標（ S D G s ）を 支 援して い ま す。

ソーシャルコミュニケーション室
作成

2022年6月

第 1 6 回

「未来を強くする子育てプロジェクト」事務局　
〒102- 0072 東京都千代田区飯田橋2-14 -7 光ビル
電話：0 3 - 3 2 6 5 - 2 2 8 3
（平日10：0 0 ～17：3 0）

主催：住友生命保険相互会社  
後援：文部科学省 厚生労働省

お届けしたのは宛先・
お問合せ先



表　　彰
◎文部科学大臣賞／表彰状　（スミセイ未来大賞から1組）
◎厚生労働大臣賞／表彰状　（スミセイ未来大賞から1組）
◎スミセイ未来大賞／表彰盾、副賞100万円　（2組程度）
◎スミセイ未来賞／表彰盾、副賞50万円　（10組程度）

応募方法
「未来を強くする子育てプロジェクト」のwebサイトで
募集要項をご確認のうえ、応募用紙をダウンロード・
ご記入いただき、必要資料と一緒にお送りください。

必要資料
① 応募用紙（webサイトよりダウンロード）

② 活動の様子がわかる写真

③ その他の活動内容がわかる資料
    （パンフレットなど）

より良い子育て環境づくりに取り組む団体や
個人を表彰します。

表　　彰
◎スミセイ女性研究者奨励賞　10名程度

助成金として1年間に100万円（上限）を2年間まで支給します。
助成期間は2023年4月から2025年3月までの2年間の予定です。

応募方法
「未来を強くする子育てプロジェクト」のwebサイトで、
募集要項をご確認のうえ、応募用紙をダウンロード・
ご記入いただき、必要資料と一緒にお送りください。

必要資料
① 応募用紙（webサイトよりダウンロード）

② 最近の論文など、1、2点
※資料の点数は審査の対象になりません。
　資料類は角2版封筒（A4版が入る大きさ）に
　入る程度の量とします。

子育てと人文・社会科学分野の研究活動の両立に
努力されている女性研究者を支援します。

募集期間

選　　考

発　　表

2022年7月11日（月）～2022年9月9日（金）必着

事務局による選考の後、「未来を強くする子育てプロジェクト」
選考委員による選考会を経て、受賞者を決定します。

受賞者は、2023年3月に都内で実施予定の表彰式※および
「未来を強くする子育てプロジェクト」のwebサイト等で発表します。
受賞者には2023年1月末までに直接ご連絡します。
※表彰式は、新型コロナウイルスの収束状況によっては、実施内容を変更する可能性がございます。

選考委員
選考委員長 汐見 稔幸 ［東京大学名誉教授、
    白梅学園大学名誉学長］
選考委員 大日向 雅美 ［恵泉女学園大学学長］
 奥山 千鶴子 ［認定NPO法人びーのびーの理事長］
 米田 佐知子 ［子どもの未来サポートオフィス代表］　 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     以上五十音順

 香山 真 ［住友生命保険相互会社  執行役常務]

個人情報の取扱い 応募者の個人情報は、審査および運営に必要な範囲内で利用し、第三者へ提供することは一切ありません。
応募者の同意なく、利用目的の範囲を越えて利用することはありません。

子どもたちが笑顔で成長できるフリースクールを運営

第15回（2021年）  
［ 子育て支援活動の表彰 ］
文部科学大臣賞

認定NPO法人　
盛岡ユースセンター
岩手県盛岡市

第11回（2017年）
［ スミセイ女性研究者奨励賞 ］

白幡　真紀
仙台大学体育学部・教授

里親制度の啓発、里親同士の支援と交流に取り組む

第15回（2021年）   
［ 子育て支援活動の表彰 ］
厚生労働大臣賞

特定非営利活動法人 
日本こども支援協会
大阪府大阪市

地域のニーズを受け2010年からフリースクールとして活動を
行っています。子どもたちの自主性を大切にしながら、やりたい
ことを応援しています。自分らしさを大切にする経験を通じて、自
分が進みたい道を選べるようになってもらうことが目標です。

受賞以前は、今後研究を続けていけるのか、心の折れない日は
ありませんでした。応募した大学や研究機関は数えきれず、本助成
も1回で受賞したわけではありません。
受賞により、より挑戦的な主題にも取り組み、研究領域も広がり
ました。苦しみながらも、日々続けてきたことが、現在の研究生活
につながっていると思います。

さまざまな事情で親と離れて暮らす養育が必要な子どもたちの
受け皿となる里親は、日本では、制度の認知率が低く、数も不足し
ています。里親制度自体を認知してもらうための啓発活動、里親
への積極的支援、アドボカシーを中心とした活動を行っています。


